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省
エ
ネ
省
人・安
全・作
業
環
境・衛
生
な
ど
追
求

　

昭
和
36
年
、
埼
玉
県
大

宮
市
で
日
本
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
㈱
と
し
て
創
業
し
た
べ

ネ
ッ
ク
は
そ
の
後
、
メ
デ

ィ
カ
ル
リ
ネ
ン
、
ホ
テ
ル

リ
ネ
ン
、フ
ー
ド
リ
ネ
ン
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
リ
ネ
ン
と
事

業
を
拡
大
し
、
業
種
業
態

別
に
関
東
６
工
場
、
大
阪

１
工
場
を
持
つ
。

　

同
社
で
は
、
地
域
の
環

境
負
荷
の
低
減
を
経
営
の

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

燃
料
使
用
量
遠
隔
管
理
シ

ス
テ
ム
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
蒸

気
回
収
シ
ス
テ
ム
、
配
管

等
の
脱
着
式
省
エ
ネ
カ
バ

ー
、
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
、

水
冷
却
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ

ニ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
、
乾
燥

機
へ
の
断
熱
セ
ラ
ミ
ッ
ク

塗
布
、
必
要
蒸
気
圧
力
の

見
直
し
、
給
水
タ
ン
ク
へ

の
循
環
ポ
ン
プ
設
置
、
蒸

気
配
管
統
廃
合
に
よ
る
熱

量
削
減
な
ど
を
各
事
業
所

で
推
進
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
や
Ｃ
Ｏ
２
発
生
量
を

原
単
位
で
数
値
化
し
、
月

１
回
工
場
長
が
集
ま
る
生

荷
の
低
減
を
一
体
化
し
て

行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。

　

今
回
、
新
設
し
た
関
東

支
店
第
二
事
業
所
は
、
医

療
福
祉
部
門
の
専
用
工
場

と
し
て
、
佐
野
事
業
所
を

機
能
、
規
模
と
も
に
大
幅

に
拡
大
し
て
移
転
し
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
同
社
が

取
り
組
み
、
構
築
し
て
き

た
「
省
エ
ネ
・
省
人
」「
安

全
性
・
衛
生
対
応
」「
作

業
環
境
」
に
お
い
て
最
高

の
レ
ベ
ル
を
追
求
し
、
同

社
の
未
来
を
見
据
え
た
中

核
的
な
拠
点
と
な
る
。

　

新
工
場
は
、
栃
木
市
藤

岡
町
の
敷
地
３
２
０
０
坪

に
、
工
場
棟
、
事
務
所

棟
、
倉
庫
棟
が
建
つ
。
工

場
は
２
階
建
て
で
、
１
階

が
入
荷
エ
リ
ア
、
洗
濯
脱

水
エ
リ
ア
、
ロ
ー
ル
仕
上

エ
リ
ア
、
出
荷
ス
ト
ッ
ク

エ
リ
ア
。
２
階
が
入
荷
エ

リ
ア
、
乾
燥
エ
リ
ア
、
白

衣
仕
上
エ
リ
ア
、
タ
オ
ル

・
私
物
仕
上
エ
リ
ア
。
工

場
内
は
汚
染
作
業
区
域
と

清
潔
作
業
区
域
を
完
全
に

区
分
し
、
床
も
色
分
け
し

て
い
る
。

　

旧
工
場
の
生
産
能
力
は

約
７
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

新
工
場
は
20
ト
ン
と
約
３

倍
の
生
産
能
力
と
な
る
。

人
員
は
46
名
。
こ
れ
は
旧

工
場
の
人
員
と
同
じ
で
、

自
動
化
に
よ
り
人
手
は
そ

の
ま
ま
で
３
倍
の
処
理
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

産
管
理
委
員
会
で
原
因
追

及
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
結

果
、
平
成
27
年
度
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
原
単
位
は
22
年
比

で
22
・
５
％
減
、
Ｃ
Ｏ
２

発
生
原
単
位
は
同
20
・
６

％
減
。
そ
れ
ぞ
れ
削
減
目

標
の
10
％
を
大
き
く
上
回

る
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

省
エ
ネ
性
の
高
い
設
備

の
導
入
は
、
生
産
性
を
高

め
作
業
環
境
の
改
善
に
も

つ
な
が
っ
て
お
り
、
今
後

も
こ
う
し
た
高
効
率
な
機

械
運
用
の
推
進
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
と
、
環
境
負

最
重
要
事
項

の
一
つ
と
位

置
づ
け
、
生

産
性
と
連
動

し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
合
理

ビジョン具現化した新工場
「
至
誠
は
、
生
活
の
基
調
な
り
」

　
　
　

誠
実
に
モ
ノ
づ
く
り
に
向
き
合
い
ま
す

㈱
東
京
洗
染
機
械
製
作
所
　
代
表
取
締
役
社
長
　
　
三
科　

道
利

同
じ
人
員
で
生
産
３
倍
へ

   

栃
木
県
栃
木
市  

㈱
ベ
ネ
ッ
ク 

関
東
支
店
第
二
事
業
所

未
来
見
据
え
た
中
核
的
拠
点

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
格
別
の
御
厚
情

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
５
０
０
万
人
に

迫
る
外
国
人
観
光
客
の
訪
日
に

よ
り
、
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
も
例

年
に
な
い
高
稼
働
率
を
維
持
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
リ
ネ
ン
サ

プ
ラ
イ
業
界
で
は
、
特
に
工
場

や
集
配
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
難

し
く
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

界
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
洗
濯
表
示

記
号
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
準
拠
す
る
た

め
に
表
示
の
種
類
が
大
幅
に
増

え
、
洗
濯
や
仕
上
げ
の
方
法
も

細
か
く
指
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の

中
で
、弊
社
の
社
訓
で
あ
る
「
至

誠
は
、
生
活
の
基
調
な
り
」
を

基
本
と
し
、
い
つ
の
時
代
も
誠

実
に
モ
ノ
づ
く
り
に
向
き
合

い
、
更
に
、
従
来
の
洗
濯
設
備

メ
ー
カ
ー
の
概
念
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
を
広
げ

る
こ
と
で
時
代
の
変
化
に
対
応

し
、
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

で
き
る
省
人
化
・
省
エ
ネ
に
つ

な
が
る
製
品
や
シ
ス
テ
ム
を
ご

提
供
で
き
る
よ
う
従
業
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ

お
引
き
立
て
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

関
東
地
方
を
中
心
に
ホ
テ
ル
リ
ネ
ン
、病
院
寝
具
等
を
展
開
す
る
㈱
ベ
ネ
ッ
ク（
本

社
・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
、
山
田
修
代
表
取
締
役
社
長
）
は
平
成
28
年
11
月
、
栃
木

県
栃
木
市
に
病
院
寝
具
等
を
扱
う
関
東
支
店
第
二
事
業
所
を
開
設
し
た
。
各
所
に
最

新
設
備
を
そ
ろ
え
、
ベ
ネ
ッ
ク
が
掲
げ
る
「
省
エ
ネ
・
省
人
」「
安
全
」「
作
業
環
境
」

「
衛
生
・
品
質
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
す
る
生
産
体
制
を
整
え
て
い
る
。

▶︎白度の高い洗浄を誇る連洗Ｇ

ⅢＢＦ。投入はウィルゲンのバッ

グシステム

▲作業環境を重視した新工場は、暑さ対策も万全

三野竜也工場長
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遠
心
脱
水
で
病
衣
も
連
洗
処
理

◀
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ル
洗
濯

機
Ｓ
Ｗ
Ｘ

▶︎
病
衣
の
た
た
み
も
自
動
化

し
て
省
人
を
図
っ
た

▶︎
洗
助
剤
自
動
投
入
。
品
質
を
安
定
化
し
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
可
能
に

㈱ベネック 関東支店第二事業所
　

旧
工
場
で
は
す
べ
て
バ

ッ
チ
洗
濯
機
で
処
理
し
て

い
た
が
、
新
工
場
で
は
バ

ッ
チ
フ
ロ
ー
タ
イ
プ
の
連

続
洗
濯
機
を
２
台
導
入
し

た
。
そ
の
う
ち
、
タ
オ
ル

類
、
病
衣
等
を
洗
う
の
は

東
洗
の
バ
ッ
チ
フ
ロ
ー
連

洗
「
Ｇ
Ⅲ
Ｂ
Ｆ
‐
12
Ｌ
」

（
60
㎏
×
12
槽
）。

　

Ｇ
Ⅲ
Ｂ
Ｆ
の
本
洗
槽

は
、
ス
ク
ー
プ
パ
ン
チ
ン

グ
無
し
の
バ
ッ
チ
フ
ロ
ー

方
式
で
、
完
全
独
立
槽
・

個
別
管
理
可
能
で
あ
り
、

多
品
種
小
ロ
ッ
ト
の
多
い

病
院
小
物
類
の
洗
浄
に
も

適
し
て
い
る
。
サ
イ
ク
ル

タ
イ
ム
は
２
分
30
秒
。
べ

ネ
ッ
ク
で
は
「
白
度
85
以

上
」
と
い
う
自
社
品
質
基

準
を
設
け
て
い
る
が
、
Ｇ

Ⅲ
Ｂ
Ｆ
の
洗
い
は
そ
の
基

準
を
ク
リ
ア
し
、
汚
れ
落

ち
も
良
い
と
い
う
。

　

な
お
、
連
洗
へ
の
投
入

は
ウ
ィ
ル
ゲ
ン
グ
ル
ー
プ

の
バ
ッ
グ
シ
ス
テ
ム
。
高

耐
久
で
、
レ
ー
ル
形
状
が

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
構
造
で

ほ
こ
り
が
溜
ま
り
に
く

く
、
衛
生
的
で
あ
る
こ
と

も
あ
っ
て
採
用
。
バ
ッ
グ

は
東
洗
の
コ
ン
ベ
ア
制
御

シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
」

に
よ
り
ス
ト
ッ
ク
や
投
入

が
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
洗
へ
の
洗
助

剤
投
入
も
自
動
化
し
た
。

48
個
の
ポ
ン
プ
を
駆
使
し

て
、
洗
剤
・
ア
ル
カ
リ
剤

・
酵
素
剤
・
漂
白
剤
・
中

和
剤
・
柔
軟
剤
・
過
酢
酸

等
を
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合

わ
せ
て
自
動
投
入
。
分
量

を
間
違
え
た
り
、
入
れ
忘

れ
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
を
な
く
し
、
品
質

の
安
定
化
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
連
洗
ラ
イ
ン
の
特

徴
は
、
Ｇ
Ⅲ
Ｂ
Ｆ
に
高
圧

脱
水
機
「
Ｔ
Ａ
Ｐ
‐
60

Ｈ
」
と
、遠
心
脱
水
機
「
Ｂ

Ｒ
Ｓ
‐
60
」
の
２
台
の
脱

水
機
を
接
続
し
て
い
る
こ

と
。
タ
オ
ル
等
は
Ｔ
Ａ
Ｐ

‐
60
Ｈ
で
高
圧
脱
水
し
、

病
衣
な
ど
高
圧
脱
水
で
き

な
い
品
物
は
Ｂ
Ｒ
Ｓ
‐
60

で
遠
心
脱
水
を
行
う
。

　

並
列
し
て
設
置
さ
れ
る

こ
の
２
台
へ
の
搬
送
は
、

「
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ル
コ

ン
ベ
ア
」
を
使
用
。
最
終

槽
の
品
物
と
す
す
ぎ
水
を

受
け
、
品
物
に
合
わ
せ
て

両
脱
水
機
に
搬
送
す
る
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
三
野

竜
也
工
場
長
は
「
遠
心
脱

水
で
内
洞
に
へ
ば
り
つ
く

か
と
思
っ
た
が
、
ま
っ
た

く
問
題
な
く
、
排
出
も
ス

ム
ー
ズ
」
と
評
価
す
る
。

　

こ
の
脱
水
機
２
台
併
用

は
、
連
洗
に
よ
る
洗
い
の

自
動
化
を
さ
ら
に
幅
広
い

も
の
と
し
た
。

　

「
旧
工
場
は
１
０
０
％

バ
ッ
チ
洗
濯
機
で
洗
っ
て

い
た
か
ら
、
朝
早
く
か
ら

夜
ま
で
15
時
間
く
ら
い
か

か
っ
て
い
た
。
連
洗
に
な

っ
て
作
業
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
た
の
に
加
え
て
、
病

衣
な
ど
も
連
洗
で
洗
え
る

の
で
、
さ
ら
に
バ
ッ
チ
洗

濯
が
減
り
、
か
な
り
の
省

人
・
省
力
化
に
な
っ
て
い

る
」（
三
野
工
場
長
）。

　

バ
ッ
チ
洗
濯
機
は
２

台
。
再
洗
品
、
私
物
な
ど

の
洗
浄
に
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ル
洗
濯
機
「
Ｓ
Ｗ
Ｘ
‐

１
０
０
Ｗ
Ｕ
」
を
採
用
。

こ
れ
は
、
清
潔
・
汚
染
作

業
区
域
を
明
確
に
分
け
ら

れ
る
構
造
で
、
壁
に
埋
め

込
ん
だ
同
機
に
前
面
の
汚

染
作
業
区
域
か
ら
投
入
。

処
理
後
は
、
背
面
の
コ
ン

ベ
ア
（
清
潔
作
業
区
域
）

に
自
動
排
出
さ
れ
る
。

　

連
洗
、
バ
ッ
チ
洗
濯
と

も
に
脱
水
を
終
え
た
品
物

は
、
コ
ン
ベ
ア
と
一
部
ト

ラ
バ
ー
サ
ー
を
使
っ
て
２

階
・
乾
燥
エ
リ
ア
へ
。

　

シ
ー
ツ
・
デ
ュ
ベ
・
ピ

ロ
の
シ
ェ
ー
キ
ン
グ
は

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ⅲ
」
が
３
台
。

小
じ
わ
が
少
な
く
、
か
ら

ま
な
い
乾
燥
と
排
出
に
よ

り
、
ロ
ー
ル
投
入
作
業
の

負
担
を
軽
減
し
、
生
産
性

を
高
め
る
。

　

タ
オ
ル
類
の
完
全
乾
燥

は
、「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
‐
１
０
０

Ｗ
」
３
台
。
排
熱
を
再
利

用
す
る
機
構
に
よ
り
蒸
気

使
用
量
を
削
減
す
る
省
エ

ネ
タ
イ
プ
。
私
物
は
２
段

式
乾
燥
機「
Ｐ
Ｄ
‐
15
Ｗ
」

３
台
。
乾
燥
機
に
は
自
動

集
塵
装
置「
Ｔ
Ｂ
Ｆ
‐
５
」

を
設
置
し
て
お
り
、
塵
を

自
動
的
に
除
去
す
る
機
能

に
よ
り
常
に
乾
燥
性
能
を

保
ち
、
生
産
性
を
向
上
さ

せ
て
い
る
。

　

乾
燥
後
は
コ
ン
ベ
ア
で

仕
上
げ
ラ
イ
ン
上
の
３
段

式
ス
ト
ッ
ク
コ
ン
ベ
ア
へ

自
動
搬
送
。
３
段
式
の
た

め
ス
ト
ッ
ク
量
も
多
く
、

品
物
を
切
ら
す
こ
と
な
く

ロ
ー
ル
ラ
イ
ン
に
供
給
で

き
る
。
ま
た
、
タ
オ
ル
や

私
物
は
２
階
の
仕
上
げ
場

に
自
動
搬
送
さ
れ
る
。

　

ロ
ー
ル
ラ
イ
ン
は
、
シ

ー
ツ
ラ
イ
ン
、
デ
ュ
ベ
ラ

イ
ン
、
ピ
ロ
な
ど
小
物
類

の
３
ラ
イ
ン
。

　

シ
ー
ツ
ラ
イ
ン
、
デ
ュ

ベ
ラ
イ
ン
に
は
、
カ
レ
ン

ダ
ー
ロ
ー
ル
「
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ⅲ

‐
４
３
３
Ｃ
」
を
採
用
。

省
ス
ペ
ー
ス
型
で
、
リ
ボ

ン
レ
ス
に
よ
る
優
れ
た
仕

上
が
り
と
高
い
生
産
性
を

誇
り
、
省
エ
ネ
と
静
音
性

に
も
優
れ
る
。
シ
ー
ツ
は

46
ｍ
／
分
、
デ
ュ
ベ
は
25

ｍ
／
分
と
い
う
ス
ピ
ー

ド
。

　

ま
た
、
ロ
ー
ル
機
か
ら

出
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
蒸
気
を

回
収
し
て
連
洗
の
昇
温
に

再
利
用
、
蒸
気
使
用
量
を

　

病
衣
な
ど
の
仕
上
げ

は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
仕
上

機
「
Ｍ
Ａ
Ｘ
‐
３
」。
濡

れ
掛
け
で
時
間
１
２
０
０

枚
能
力
の
３
ユ
ニ
ッ
ト
タ

イ
プ
を
選
択
。Ｍ
Ａ
Ｘ
は
、

強
力
な
風
が
渦
状
に
広
が

り
品
物
を
上
下
左
右
に
揺

ら
す
〝
ス
ー
パ
ー
セ
ル
フ

ロ
ー
〟
と
強
力
な
ス
チ
ー

ミ
ン
グ
に
よ
り
、
濡
れ
掛

け
で
効
率
よ
く
乾
燥
し
な

が
ら
シ
ワ
を
伸
ば
す
。

　

以
前
の
ト
ン
ネ
ル
は
乾

き
が
悪
か
っ
た
の
で
、
乾

燥
機
に
か
け
て
か
ら
ト
ン

ネ
ル
に
通
し
て
い
た
と
い

う
が
、
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
事

削
減
す
る
。
将
来
的
に
は

乾
燥
機
か
ら
戻
す
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
以
前
は
消
毒
に
次

亜
塩
素
酸
を
使
用
し
て
い

た
が
、
高
い
殺
菌
力
と
繊

維
に
も
優
し
い
過
酢
酸
へ

と
切
り
替
え
て
い
る
。

洗
助
剤
投
入
を
自
動
化

遠
心
＆
高
圧
脱
水
機
併
用

省
エ
ネ
＆
高
効
率
乾
燥

病
衣
の
仕
上
げ
は
Ｍ
Ａ
Ｘ

▲最終槽の水と品物を遠心脱水機・油圧脱水機へ搬送する

ウェットシャトルコンベア　▼ＢＲＳ-60（左）とＴＡＰ-60Ｈ

▲時間 1200 枚処理のトンネル MAX-3

▲排熱再利用の省エネ乾燥機 SPT-100W

▲清潔区域のコンベアへ自動排出

▲シーツライン、デュベラインに採用の NSYⅢ-433C

前
の
乾
燥
が
不
要
と
な

り
、
省
エ
ネ
と
と
も
に
生

産
性
を
高
め
た
。

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
管
理

は
現
在
、
バ
ー
コ
ー
ド
だ

が
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
運
用
を

予
定
し
て
お
り
、
自
社
の

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

シ
ス
テ
ム
を
構
築
中
。

　

こ
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
運
用

に
向
け
て
、
ロ
ー
ル
か
ら

ト
ン
ネ
ル
仕
上
げ
へ
の
移

行
を
さ
ら
に
進
め
る
ほ

か
、
以
前
は
手
作
業
だ
っ

た
た
た
み
作
業
は
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
フ
ォ
ル
ダ
ー
を

導
入
し
て
省
人
化
し
て
い

る
。　
　

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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▶︎
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム

▲
空
気
を
循
環
さ
せ
る
エ

ア
ー
搬
送
フ
ァ
ン
。
右
は
有

圧
換
気
扇
。
春
ま
で
に
ミ
ス

ト
も
設
置
予
定

◀
ベ
ネ
ッ
ク
が
実
用
新
案
を

取
得
し
た
Ｍ
シ
ー
ツ

◀
栃
木
市
と
避
難
所

と
し
て
災
害
協
定
。

災
害
に
強
い
Ｌ
Ｐ
Ｇ

で
炊
き
出
し
セ
ッ
ト

も
備
え
る

▶︎
デ
マ
ン
ド
監
視
シ
ス
テ
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
見
え
る
化

　
　
　

人
材
育
成
～
資
格
取
得
を
支
援

二
重
、
三
重
の
暑
さ
対
策

セ
ッ
ト
簡
単
な
Ｍ
シ
ー
ツ

連洗ＧⅢシリーズ
ＧⅢＰＦ

ＧⅢBＦ

東
洗
山
梨
工
場
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー
に
常
設

　

東
洗
は
平
成
26
年
、
山

梨
工
場
内
に
テ
ス
ト
研
究

施
設
「
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
。
連
続
洗
濯
機
Ｇ

Ⅲ
の
パ
ル
ス
フ
ロ
ー
「
Ｇ

Ⅲ
Ｐ
Ｆ
」、バ
ッ
チ
フ
ロ
ー

「
Ｇ
Ⅲ
Ｂ
Ｆ
」
を
並
べ
、

脱
水
機「
Ｔ
Ａ
Ｐ
Ⅲ
‐
Ｈ
」

と
「
Ｂ
Ｒ
Ｓ
60
」、
乾
燥

機
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
‐
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｔ

Ｉ 

Ｓ
ａ
ｖ
ｅ
ｒ
」「
Ｓ
Ｐ

Ｔ
‐
１
２
０ 

Ｓ
ａ
ｖ
ｅ

ｒ
」
を
設
置
。
バ
ッ
グ
シ

ス
テ
ム
も
常
設
し
て
お

り
、
実
機
に
よ
る
研
究
の

ほ
か
、
見
学
や
商
品
テ
ス

ト
を
受
け
付
け
て
い
る
。

◇　

◇　

◇

　

各
地
で
導
入
が
進
む
連

洗「
Ｇ
Ⅲ
Ｐ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
洗

浄
方
式「
パ
ル
ス
フ
ロ
ー
」

が
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
新
水
を
流
し
た
ま
ま

の
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ロ
ー
と

異
な
り
、
高
圧
ポ
ン
プ
で

洗
濯
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
必
要
水
量
の
み
に
抑

え
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
プ
パ

ン
チ
ン
グ
に
よ
り
す
す
ぎ

槽
の
設
定
が
な
く
て
も
洗

浄
で
き
る
も
の
。

　

洗
濯
水
使
用
量
は
、
１

㎏
あ
た
り
２
・
５
Ｌ
～
、

病
院
リ
ネ
ン
で
も
３
・
８

Ｌ
～
／
㎏
と
、
大
幅
な
節

水
が
可
能
。
各
槽
の
洗
濯

水
量
は
す
べ
て
低
水
位

で
、
Ｇ
Ⅲ
‐
８
Ｌ
と
は
ス

タ
ー
ト
段
階
で
約
１
ｔ
の

差
が
出
る
。
昇
温
す
る
水

量
を
大
幅
に
減
少
す
る
こ

と
に
よ
り
、
蒸
気
コ
ス
ト

の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
槽
数
が
少
な
く

て
も
同
等
以
上
の
洗
浄
力

及
び
80
℃
10
分
洗
浄
に
対

応
し
、
省
ス
ペ
ー
ス
を
実

現
。
さ
ら
に
、
少
な
い
槽

数
で
の
短
時
間
洗
浄
は
リ

ネ
ン
の
耐
久
性
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
、
損
傷
度
や
白

度
は
ホ
ー
ヘ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
研
究
所
、
Ｉ
Ｆ
Ｉ
な
ど

の
テ
ス
ト
で
も
良
好
な
結

果
が
出
て
い
る
。

　

な
お
、
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー

で
は
熱
交
換
器
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
タ
ン
ク
、
滅
菌
シ
ス

テ
ム
も
設
置
し
て
い
る
。

 

好
評
の
パ
ル
ス
フ
ロ
ー
連
洗

       

短
時
間
洗
浄
で
リ
ネ
ン
耐
久
性
ア
ッ
プ

 

バッ
チ
フ
ロ
ー
の
Ｇ
Ⅲ

   

完
全
独
立
槽
、
白
・
色
交
互
洗
い
も

ク
ー
プ
パ
ン
チ
ン
グ
で
汚

れ
を
除
去
し
て
移
送
。
本

洗
は
ス
ク
ー
プ
パ
ン
チ
ン

グ
な
し
の
バ
ッ
チ
フ
ロ
ー

で
、
完
全
独
立
槽
の
個
別

管
理
に
よ
り
、色
物
60
℃
・

白
物
80
℃
と
い
っ
た
交
互

洗
い
が
で
き
る
。

　

本
洗
が
終
わ
る
と
残
っ

た
洗
濯
水
は
す
べ
て
排
水

し
、
汚
れ
を
残
し
て
移

送
。
熱
交
換
器
で
昇
温
し

た
新
水
に
よ
る
バ
ッ
チ
す

す
ぎ
、
あ
る
い
は
カ
ウ
ン

タ
ー
フ
ロ
ー
す
す
ぎ
へ
の

切
り
替
え
も
可
能
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）。

※
製
品
・
ラ
ボ
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
問
合
せ
は
、
東

洗
各
支
店
ま
で
。

　

パ
ル
ス
フ
ロ
ー
と
並
ん

で
常
設
さ
れ
て
い
る
の

が
、
バ
ッ
チ
フ
ロ
ー
連
洗

「
Ｇ
Ⅲ
Ｂ
Ｆ
」。
脱
水
機
は

遠
心
脱
水
機
「
Ｂ
Ｒ
Ｓ

60
」
を
接
続
し
て
お
り
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ベ
ッ
ド

パ
ッ
ド
な
ど
も
テ
ス
ト
に

も
対
応
す
る
。

　

Ｇ
Ⅲ
Ｂ
Ｆ
は
、
ス
ク
ー

プ
パ
ン
チ
ン
グ
を
活
用
し

た
バ
ッ
チ
フ
ロ
ー
連
洗
。

１
槽
目
の
予
洗
は
35
℃
以

下
の
低
温
洗
浄
で
、
タ
ン

パ
ク
系
汚
れ
を
し
っ
か
り

と
除
去
。
本
洗
槽
へ
は
ス

　

ベ
ネ
ッ
ク
で
は
、
７
工

場
全
体
で
毎
年
、
燃
料
原

単
位
３
％
削
減
、
電
気
原

単
位
３
％
削
減
、
人
事
生

産
性
３
％
ア
ッ
プ
と
い
っ

た
具
体
的
な
数
値
目
標
を

掲
げ
、
省
エ
ネ
や
生
産
性

向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
新
工
場
も
、
各
種
省

エ
ネ
・
高
生
産
性
の
機
器

を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ

の
省
エ
ネ
効
果
を
見
え
る

化
す
る
シ
ス
テ
ム
も
導
入

し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
電
力
、
水
、

ガ
ス
の
使
用
量
、
生
産
量

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定

し
、
事
務
所
や
本
社
で
現

場
の
ム
ダ
や
異
常
を
分

析
、
早
期
に
対
策
が
と
れ

る
も
の
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
工
場

全
体
の
使
用
量
を
見
て
い

た
と
い
う
が
、
機
械
の
性

能
を
見
た
り
更
新
時
期
を

計
る
に
は
、
個
別
に
と
る

こ
と
が
必
要
と
し
て
、
機

械
ご
と
に
測
定
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

三
野
工
場
長
は
「
補
助

金
の
関
係
で
蒸
気
使
用
量

を
測
定
し
て
報
告
し
て
い

る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
だ

と
手
書
き
処
理
で
な
く
、

容
易
に
報
告
書
を
提
出
で

き
る
」
と
語
る
。

　

ま
た
、「
作
業
環
境
の

向
上
」
は
会
社
を
挙
げ
て

力
を
入
れ
て
い
る
も
の

で
、
新
工
場
コ
ン
セ
プ
ト

の
重
点
事
項
の
一
つ
。

　

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
工
場

の
作
業
環
境
と
い
う
と
、

や
は
り
「
暑
さ
対
策
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

栃
木
市
も
夏
場
は
厳
し

い
暑
さ
と
な
る
が
、
ま
ず

工
場
内
の
空
気
を
循
環
さ

せ
る
「
エ
ア
ー
搬
送
フ
ァ

ン
」
を
設
置
。
15
ｍ
先
ま

で
風
を
送
る
こ
と
で
工
場

内
の
風
の
流
れ
を
つ
く

る
。
ま
た
、「
有
圧
換
気

扇
」
で
空
気
を
強
制
的
に

入
れ
換
え
、
ク
リ
ー
ン
エ

リ
ア
か
ら
ダ
ー
テ
ィ
ー
エ

リ
ア
、
熱
負
荷
の
多
い
乾

燥
室
へ
と
風
が
流
れ
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
、
地
下
水
を
活
用

し
て
外
気
温
度
を
下
げ
て

ダ
ク
ト
か
ら
送
風
す
る
フ

ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
、

さ
ら
に
体
感
温
度
を
下
げ

る
超
微
粒
子
の
ミ
ス
ト
装

置
を
作
業
者
１
人
に
１
台

ず
つ
設
置
す
る
予
定
。

　

「
よ
り
安
全
・
安
心
で

従
業
員
に
優
し
い
工
場
に

　

今
後
の
工
場
運
営
に
つ

い
て
は
ま
ず
、
シ
ー
ツ
を

自
社
で
実
用
新
案
を
取
得

し
た
〝
Ｍ
シ
ー
ツ
〟
に
切

り
替
え
て
い
く
と
い
う
。

　

Ｍ
シ
ー
ツ
は
、
ベ
ッ
ド

メ
イ
ク
の
方
の
負
担
を
軽

減
し
て
作
業
効
率
を
高

め
、
よ
り
多
く
の
ベ
ッ
ド

リ
ネ
ン
の
交
換
が
で
き
る

よ
う
に
開
発
さ
れ
た
シ
ー

ツ
。
シ
ー
ツ
の
隅
角
の
縁

辺
を
ベ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド
ボ

ー
ド
側
に
引
っ
掛
け
て
引

っ
張
り
、
反
対
側
を
巻
き

込
む
だ
け
で
シ
ー
ツ
交
換

が
完
了
す
る
た
め
、
一
人

で
簡
単
に
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク

で
き
る
。
ゴ
ム
が
入
っ
て

い
る
シ
ー
ツ
と
比
べ
て
ゴ

ム
の
伸
び
が
な
く
形
崩
れ

も
少
な
い
た
め
、
常
に
安

定
し
た
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

可
能
と
い
う
。
三
野
工
場

長
は
「
Ｍ
シ
ー
ツ
は
お
客

様
に
喜
ば
れ
て
い
る
し
、

こ
ち
ら
と
し
て
も
２
レ
ー

ン
で
流
せ
て
生
産
性
も
よ

く
な
る
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
最
新
設
備
を
整

え
た
工
場
だ
け
に
、
今
後

も
工
場
見
学
が
多
く
入
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、「
い

つ
で
も
お
客
様
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
清
掃

を
徹
底
し
て
き
れ
い
な
状

態
を
維
持
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

し
て
い
き
た
い
。
暑
さ
に

つ
い
て
も
二
重
、
三
重
の

対
策
を
と
っ
た
が
、
夏
場

に
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ

る
の
か
、
今
年
の
夏
が
楽

し
み
」（
三
野
工
場
長
）。

　

ま
た
、「
ど
れ
だ
け
優

れ
た
機
械
を
入
れ
て
も
、

運
用
す
る
人
に
ス
キ
ル
が

な
け
れ
ば
能
力
を
発
揮
で

き
な
い
」
と
し
て
、
人
材

育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。

同
工
場
に
は
資
格
者
も
多

く
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
技

能
実
習
の
上
級
２
名
を
は

じ
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師

５
名
、
病
院
寝
具
管
理
士

４
名
、
衛
生
管
理
者
、
安

全
管
理
者
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
者
な
ど
の
ほ
か
、
タ

オ
ル
ソ
ム
リ
エ
も
１
名
い

る
。
今
後
も
社
員
の
資
格

取
得
を
支
援
し
て
い
く
。


